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本市の陽性者数はこの1カ月で大幅に増え、2,000人を超えました。これまでの累計数とほぼ同じ数の陽性者がこ
の1カ月で発生しており、市内の300人に1人以上が感染したことになります。年代別では、ほぼ全ての年代におい
て大きく増加していますが、特に10代以下の増加率が目立ちます。

川口市の新型コロナウイルス感染症の動向

陽性者の状況

新型コロナウイルス感染症に関する相談電話

検査実施
人数

8,312人
（+1,788人）

陽性者数
（累計）
2,175 人

（+1,014人）

入院中
412 人

（+237人）

重症
3 人

（+3人）

死亡
31 人
（+7人）

退院
1,732 人
（+769人）

軽症・
中等症
409 人

（+234人）

※入院中には、入院予定者などを含みます。（県・県内市などによる公表分を含む）
※（　）内は、直近1カ月（12/21～1/21）の増加数

※1月21日現在の状況です。

※（　）内は、直近１カ月
　（12/21～1/21）の増加数

10歳未満
58人

（+39人）

80代以上
145人
（+34人）

10代
165人
（+96人）

20・30代
849人
（+369人）

40・50代
643人
（+309人）

60・70代
315人
（+167人）

年代別陽性者数

▶川口市新型コロナウイルス感染症相談電話
　　　048-423-6832（8:30～17:15 日曜日を除く）i

▶埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
　　　0570-783-770（24時間受付）i

発熱などの症状がある場合の受診方法

受診先の確認・受診を迷う場合

❶医療機関を検索

❷予約・受診

※まずは、かかりつけ医に相談。
　かかりつけ医で対応できない場合には…

埼玉県受診・相談センター （9：00～17：30 日曜日を除く）
048-762-8026 048-816-5801i FAX

年末年始は､相談電話､受診調整､検体搬送、陽
性者対応、患者移送、健康観察業務などに対し、
保健所職員･他部局の保健師や事務職を含む最
大５６人体制で対応しました。現在も感染拡大が
止まらないことから、他部局からの応援職員をさ
らに増員し７７人体制で対応しています。

市では国が示すスケジュールに沿って、
市民への接種を迅速に進めるため
「新型コロナウイルスワクチン接種推
進室」を設置し、準備を進めています。

市保健所の体制

新型コロナウイルスワクチン接種川口市の新型コロナウイルス感染症に関する情報の入手方法

テレビ埼玉（データ放送）

日々の新規陽性者数や注意喚起を掲載
①テレビのチャンネルをテレ玉(地デジ３

ch)に合わせる
②リモコンの「ｄボタン」を押す
③メニューから「川口市」を選び「決定ボタ

ン」を押す

川口市広報課公式 YouTube

YouTube サイト内で

川口市長から市民の皆さまへのメッ
セージや、注意喚起の動画などを掲載

川口市公式 LINE

行政情報や感染症に関する情報を発信
2月1日（月）からアカウントを開設しました
ぜひご登録ください
※詳細は29ページをご覧ください
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※感染防止対策をした上でインタビューしています。

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ両方の診療・検査ができる
「埼玉県指定 診療・検査医療機関」を検索システムから探してください。

埼玉県指定 診療・検査医療機関 検索

他の症状の患者さんとの接触を避けるため、医療機関ごとに発熱患者専用の
受付時間を設定しています。必ず事前に予約の上、受診してください。川口市ホームページ

川口市　コロナ 検索
市民･事業者の皆さま向け情報や、
受診方法、相談窓口など、幅広いジャ
ンルの情報を掲載

川口市新型コロナウイルス
感染症対策サイト

川口市  最新感染動向 検索
川口市広報課 検索検査陽性者の状況や陽性患者数、陽

性者の属性などを掲載

感染症に関する注意喚起を発信
▶きらり川口情報メール
防災行政無線の放送内容をお知らせします
▶Yahoo！ 防災速報
▶防災行政無線による放送

防災情報関連ツール

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
感
染
対
策

確
認
方
法

▲情報メール

▲Yahoo!

感染拡大を防ぐためにアプリの活用を
▶新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）

▶埼玉県LINEコロナお知らせシステム

コ　コ　ア

陽性者と1m以内に15分間接近した可能性
がある場合、通知が届きます。

システムを導入している施設や店舗、イベン
トなどで、陽性者と濃厚接触した可能性の
あるかたに通知が届きます。
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緊急事態宣言発令中 不要不急の外出自粛、基本的な感染防止対策の徹底を！

●地域での流行状態の把握
●感染者の早期発見・早期治療
●換気によるリスク軽減
●咳エチケット（咳・くしゃみ時）
●息エチケット（呼気に含まれるマイクロエアロゾル
　の飛散防止）
●適切な消毒と環境整備

●不要不急の外出自粛
●外出する時は、3つの密（人混み）
　の回避・マスク装着＋手指衛生
●帰宅後は、手洗い、
　できたらシャワー

●十分な休息と栄養こそが重要
●ワクチン開発中

（1）

（2）

新しい感染症（新興感染症）
なのでみんなが感受性者
高齢者や基礎疾患を有する人は
重症化しやすい

（1）
（2）

飛沫感染、接触感染
濃厚・密接な空間によって
感染リスクが増大

（1）
（2）
（3）
（4）

くしゃみや咳などの飛沫
無症状の感染者の呼気中のマイクロエアロゾル
患者体液で汚染された物・環境
患者が手で触れた物の表面

感染源 感受性者（ヒト）感染経路

必 要 な 対 策 必 要 な 対 策 必 要 な 対 策

（人） （陽性者：人）

緊急事態宣言①
（4/7～5/25）

陽性者累計
入院・自宅療養中
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緊急事態宣言②
（1/8～）陽性者数の推移
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本市の陽性者数はこの1カ月で大幅に増え、2,000人を超えました。これまでの累計数とほぼ同じ数の陽性者がこ
の1カ月で発生しており、市内の300人に1人以上が感染したことになります。年代別では、ほぼ全ての年代におい
て大きく増加していますが、特に10代以下の増加率が目立ちます。

川口市の新型コロナウイルス感染症の動向

陽性者の状況

新型コロナウイルス感染症に関する相談電話

検査実施
人数

8,312人
（+1,788人）

陽性者数
（累計）
2,175 人

（+1,014人）

入院中
412 人

（+237人）

重症
3 人

（+3人）

死亡
31 人
（+7人）

退院
1,732 人
（+769人）

軽症・
中等症
409 人

（+234人）

※入院中には、入院予定者などを含みます。（県・県内市などによる公表分を含む）
※（　）内は、直近1カ月（12/21～1/21）の増加数

※1月21日現在の状況です。

※（　）内は、直近１カ月
　（12/21～1/21）の増加数

10歳未満
58人

（+39人）

80代以上
145人
（+34人）

10代
165人
（+96人）

20・30代
849人
（+369人）

40・50代
643人
（+309人）

60・70代
315人
（+167人）

年代別陽性者数

▶川口市新型コロナウイルス感染症相談電話
　　　048-423-6832（8:30～17:15 日曜日を除く）i

▶埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
　　　0570-783-770（24時間受付）i

発熱などの症状がある場合の受診方法

受診先の確認・受診を迷う場合

❶医療機関を検索

❷予約・受診

※まずは、かかりつけ医に相談。
　かかりつけ医で対応できない場合には…

埼玉県受診・相談センター （9：00～17：30 日曜日を除く）
048-762-8026 048-816-5801i FAX

年末年始は､相談電話､受診調整､検体搬送、陽
性者対応、患者移送、健康観察業務などに対し、
保健所職員･他部局の保健師や事務職を含む最
大５６人体制で対応しました。現在も感染拡大が
止まらないことから、他部局からの応援職員をさ
らに増員し７７人体制で対応しています。

市では国が示すスケジュールに沿って、
市民への接種を迅速に進めるため
「新型コロナウイルスワクチン接種推
進室」を設置し、準備を進めています。

市保健所の体制

新型コロナウイルスワクチン接種川口市の新型コロナウイルス感染症に関する情報の入手方法

テレビ埼玉（データ放送）

日々の新規陽性者数や注意喚起を掲載
①テレビのチャンネルをテレ玉(地デジ３

ch)に合わせる
②リモコンの「ｄボタン」を押す
③メニューから「川口市」を選び「決定ボタ

ン」を押す

川口市広報課公式 YouTube

YouTube サイト内で

川口市長から市民の皆さまへのメッ
セージや、注意喚起の動画などを掲載

川口市公式 LINE

行政情報や感染症に関する情報を発信
2月1日（月）からアカウントを開設しました
ぜひご登録ください
※詳細は29ページをご覧ください
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※感染防止対策をした上でインタビューしています。

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ両方の診療・検査ができる
「埼玉県指定 診療・検査医療機関」を検索システムから探してください。

埼玉県指定 診療・検査医療機関 検索

他の症状の患者さんとの接触を避けるため、医療機関ごとに発熱患者専用の
受付時間を設定しています。必ず事前に予約の上、受診してください。川口市ホームページ

川口市　コロナ 検索
市民･事業者の皆さま向け情報や、
受診方法、相談窓口など、幅広いジャ
ンルの情報を掲載

川口市新型コロナウイルス
感染症対策サイト

川口市  最新感染動向 検索
川口市広報課 検索検査陽性者の状況や陽性患者数、陽

性者の属性などを掲載

感染症に関する注意喚起を発信
▶きらり川口情報メール
防災行政無線の放送内容をお知らせします
▶Yahoo！ 防災速報
▶防災行政無線による放送

防災情報関連ツール
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▲情報メール

▲Yahoo!

感染拡大を防ぐためにアプリの活用を
▶新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）

▶埼玉県LINEコロナお知らせシステム

コ　コ　ア

陽性者と1m以内に15分間接近した可能性
がある場合、通知が届きます。

システムを導入している施設や店舗、イベン
トなどで、陽性者と濃厚接触した可能性の
あるかたに通知が届きます。
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緊急事態宣言発令中 不要不急の外出自粛、基本的な感染防止対策の徹底を！

●地域での流行状態の把握
●感染者の早期発見・早期治療
●換気によるリスク軽減
●咳エチケット（咳・くしゃみ時）
●息エチケット（呼気に含まれるマイクロエアロゾル
　の飛散防止）
●適切な消毒と環境整備

●不要不急の外出自粛
●外出する時は、3つの密（人混み）
　の回避・マスク装着＋手指衛生
●帰宅後は、手洗い、
　できたらシャワー

●十分な休息と栄養こそが重要
●ワクチン開発中

（1）

（2）

新しい感染症（新興感染症）
なのでみんなが感受性者
高齢者や基礎疾患を有する人は
重症化しやすい

（1）
（2）

飛沫感染、接触感染
濃厚・密接な空間によって
感染リスクが増大

（1）
（2）
（3）
（4）

くしゃみや咳などの飛沫
無症状の感染者の呼気中のマイクロエアロゾル
患者体液で汚染された物・環境
患者が手で触れた物の表面

感染源 感受性者（ヒト）感染経路

必 要 な 対 策 必 要 な 対 策 必 要 な 対 策

（人） （陽性者：人）

緊急事態宣言①
（4/7～5/25）

陽性者累計
入院・自宅療養中
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本市の陽性者数はこの1カ月で大幅に増え、2,000人を超えました。これまでの累計数とほぼ同じ数の陽性者がこ
の1カ月で発生しており、市内の300人に1人以上が感染したことになります。年代別では、ほぼ全ての年代におい
て大きく増加していますが、特に10代以下の増加率が目立ちます。

川口市の新型コロナウイルス感染症の動向

陽性者の状況

新型コロナウイルス感染症に関する相談電話

検査実施
人数

8,312人
（+1,788人）

陽性者数
（累計）
2,175 人

（+1,014人）

入院中
412 人

（+237人）

重症
3 人

（+3人）

死亡
31 人
（+7人）

退院
1,732 人
（+769人）

軽症・
中等症
409 人

（+234人）

※入院中には、入院予定者などを含みます。（県・県内市などによる公表分を含む）
※（　）内は、直近1カ月（12/21～1/21）の増加数

※1月21日現在の状況です。

※（　）内は、直近１カ月
　（12/21～1/21）の増加数

10歳未満
58人

（+39人）

80代以上
145人
（+34人）

10代
165人
（+96人）

20・30代
849人
（+369人）

40・50代
643人
（+309人）

60・70代
315人
（+167人）

年代別陽性者数

▶川口市新型コロナウイルス感染症相談電話
　　　048-423-6832（8:30～17:15 日曜日を除く）i

▶埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
　　　0570-783-770（24時間受付）i

発熱などの症状がある場合の受診方法

受診先の確認・受診を迷う場合

❶医療機関を検索

❷予約・受診

※まずは、かかりつけ医に相談。
　かかりつけ医で対応できない場合には…

埼玉県受診・相談センター （9：00～17：30 日曜日を除く）
048-762-8026 048-816-5801i FAX

年末年始は､相談電話､受診調整､検体搬送、陽
性者対応、患者移送、健康観察業務などに対し、
保健所職員･他部局の保健師や事務職を含む最
大５６人体制で対応しました。現在も感染拡大が
止まらないことから、他部局からの応援職員をさ
らに増員し７７人体制で対応しています。

市では国が示すスケジュールに沿って、
市民への接種を迅速に進めるため
「新型コロナウイルスワクチン接種推
進室」を設置し、準備を進めています。

市保健所の体制

新型コロナウイルスワクチン接種川口市の新型コロナウイルス感染症に関する情報の入手方法

テレビ埼玉（データ放送）

日々の新規陽性者数や注意喚起を掲載
①テレビのチャンネルをテレ玉(地デジ３

ch)に合わせる
②リモコンの「ｄボタン」を押す
③メニューから「川口市」を選び「決定ボタ

ン」を押す

川口市広報課公式 YouTube

YouTube サイト内で

川口市長から市民の皆さまへのメッ
セージや、注意喚起の動画などを掲載

川口市公式 LINE

行政情報や感染症に関する情報を発信
2月1日（月）からアカウントを開設しました
ぜひご登録ください
※詳細は29ページをご覧ください
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※感染防止対策をした上でインタビューしています。

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ両方の診療・検査ができる
「埼玉県指定 診療・検査医療機関」を検索システムから探してください。

埼玉県指定 診療・検査医療機関 検索

他の症状の患者さんとの接触を避けるため、医療機関ごとに発熱患者専用の
受付時間を設定しています。必ず事前に予約の上、受診してください。川口市ホームページ

川口市　コロナ 検索
市民･事業者の皆さま向け情報や、
受診方法、相談窓口など、幅広いジャ
ンルの情報を掲載

川口市新型コロナウイルス
感染症対策サイト

川口市  最新感染動向 検索
川口市広報課 検索検査陽性者の状況や陽性患者数、陽

性者の属性などを掲載

感染症に関する注意喚起を発信
▶きらり川口情報メール
防災行政無線の放送内容をお知らせします
▶Yahoo！ 防災速報
▶防災行政無線による放送

防災情報関連ツール

Ｗ
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ｈ
コ
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ナ
時
代
の
感
染
対
策

確
認
方
法

▲情報メール

▲Yahoo!

感染拡大を防ぐためにアプリの活用を
▶新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）

▶埼玉県LINEコロナお知らせシステム

コ　コ　ア

陽性者と1m以内に15分間接近した可能性
がある場合、通知が届きます。

システムを導入している施設や店舗、イベン
トなどで、陽性者と濃厚接触した可能性の
あるかたに通知が届きます。
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緊急事態宣言発令中 不要不急の外出自粛、基本的な感染防止対策の徹底を！

●地域での流行状態の把握
●感染者の早期発見・早期治療
●換気によるリスク軽減
●咳エチケット（咳・くしゃみ時）
●息エチケット（呼気に含まれるマイクロエアロゾル
　の飛散防止）
●適切な消毒と環境整備

●不要不急の外出自粛
●外出する時は、3つの密（人混み）
　の回避・マスク装着＋手指衛生
●帰宅後は、手洗い、
　できたらシャワー

●十分な休息と栄養こそが重要
●ワクチン開発中

（1）

（2）

新しい感染症（新興感染症）
なのでみんなが感受性者
高齢者や基礎疾患を有する人は
重症化しやすい

（1）
（2）

飛沫感染、接触感染
濃厚・密接な空間によって
感染リスクが増大

（1）
（2）
（3）
（4）

くしゃみや咳などの飛沫
無症状の感染者の呼気中のマイクロエアロゾル
患者体液で汚染された物・環境
患者が手で触れた物の表面

感染源 感受性者（ヒト）感染経路

必 要 な 対 策 必 要 な 対 策 必 要 な 対 策

（人） （陽性者：人）

緊急事態宣言①
（4/7～5/25）

陽性者累計
入院・自宅療養中
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緊急事態宣言②
（1/8～）陽性者数の推移
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本市の陽性者数はこの1カ月で大幅に増え、2,000人を超えました。これまでの累計数とほぼ同じ数の陽性者がこ
の1カ月で発生しており、市内の300人に1人以上が感染したことになります。年代別では、ほぼ全ての年代におい
て大きく増加していますが、特に10代以下の増加率が目立ちます。

川口市の新型コロナウイルス感染症の動向

陽性者の状況

新型コロナウイルス感染症に関する相談電話

検査実施
人数

8,312人
（+1,788人）

陽性者数
（累計）
2,175 人

（+1,014人）

入院中
412 人

（+237人）

重症
3 人

（+3人）

死亡
31 人
（+7人）

退院
1,732 人
（+769人）

軽症・
中等症
409 人

（+234人）

※入院中には、入院予定者などを含みます。（県・県内市などによる公表分を含む）
※（　）内は、直近1カ月（12/21～1/21）の増加数

※1月21日現在の状況です。

※（　）内は、直近１カ月
　（12/21～1/21）の増加数

10歳未満
58人

（+39人）

80代以上
145人
（+34人）

10代
165人
（+96人）

20・30代
849人
（+369人）

40・50代
643人
（+309人）

60・70代
315人
（+167人）

年代別陽性者数

▶川口市新型コロナウイルス感染症相談電話
　　　048-423-6832（8:30～17:15 日曜日を除く）i

▶埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター
　　　0570-783-770（24時間受付）i

発熱などの症状がある場合の受診方法

受診先の確認・受診を迷う場合

❶医療機関を検索

❷予約・受診

※まずは、かかりつけ医に相談。
　かかりつけ医で対応できない場合には…

埼玉県受診・相談センター （9：00～17：30 日曜日を除く）
048-762-8026 048-816-5801i FAX

年末年始は､相談電話､受診調整､検体搬送、陽
性者対応、患者移送、健康観察業務などに対し、
保健所職員･他部局の保健師や事務職を含む最
大５６人体制で対応しました。現在も感染拡大が
止まらないことから、他部局からの応援職員をさ
らに増員し７７人体制で対応しています。

市では国が示すスケジュールに沿って、
市民への接種を迅速に進めるため
「新型コロナウイルスワクチン接種推
進室」を設置し、準備を進めています。

市保健所の体制

新型コロナウイルスワクチン接種川口市の新型コロナウイルス感染症に関する情報の入手方法

テレビ埼玉（データ放送）

日々の新規陽性者数や注意喚起を掲載
①テレビのチャンネルをテレ玉(地デジ３

ch)に合わせる
②リモコンの「ｄボタン」を押す
③メニューから「川口市」を選び「決定ボタ

ン」を押す

川口市広報課公式 YouTube

YouTube サイト内で

川口市長から市民の皆さまへのメッ
セージや、注意喚起の動画などを掲載

川口市公式 LINE

行政情報や感染症に関する情報を発信
2月1日（月）からアカウントを開設しました
ぜひご登録ください
※詳細は29ページをご覧ください
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※感染防止対策をした上でインタビューしています。

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ両方の診療・検査ができる
「埼玉県指定 診療・検査医療機関」を検索システムから探してください。

埼玉県指定 診療・検査医療機関 検索

他の症状の患者さんとの接触を避けるため、医療機関ごとに発熱患者専用の
受付時間を設定しています。必ず事前に予約の上、受診してください。川口市ホームページ

川口市　コロナ 検索
市民･事業者の皆さま向け情報や、
受診方法、相談窓口など、幅広いジャ
ンルの情報を掲載

川口市新型コロナウイルス
感染症対策サイト

川口市  最新感染動向 検索
川口市広報課 検索検査陽性者の状況や陽性患者数、陽

性者の属性などを掲載

感染症に関する注意喚起を発信
▶きらり川口情報メール
防災行政無線の放送内容をお知らせします
▶Yahoo！ 防災速報
▶防災行政無線による放送

防災情報関連ツール
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▲情報メール

▲Yahoo!

感染拡大を防ぐためにアプリの活用を
▶新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）

▶埼玉県LINEコロナお知らせシステム

コ　コ　ア

陽性者と1m以内に15分間接近した可能性
がある場合、通知が届きます。

システムを導入している施設や店舗、イベン
トなどで、陽性者と濃厚接触した可能性の
あるかたに通知が届きます。

　
２
０
２
０
年
１
月
に
突
如
と
し
て

出
現
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
各

地
で
猛
威
を
振
る
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の

集
計
に
よ
る
と
昨
年
１
年
間
の
感
染

者
数
、
死
亡
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
８
千

153
万
人
、
180
万
人
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
の
３
大
感
染
症
と
い
わ
て
い
る
結

核
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
マ
ラ
リ

ア
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
各
国
に
比
し
て
感
染
者
、
死

亡
者
と
も
に
か
な
り
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が

清
潔
に
生
活
し
、
い
つ
も
マ
ス
ク
を

装
着
し
飛
沫
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に

努
力
さ
れ
て
い
る
、
み
ん
な
で
決
め

た
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
と
い
っ

た
国
民
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
良
質
な
医
療

が
公
費
負
担
で
行
わ
れ
る
制
度
が
機

能
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
最
近
で
は
、
比
較
的
軽

症
で
済
ん
で
し
ま
う
20
代
か
ら
40
代

を
中
心
に
感
染
者
が
急
増
し
、
宿
泊

療
養
の
施
設
が
不
足
、
そ
し
て
自
宅

で
療
養
し
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
者

の
病
床
が
足
り
な
い
だ
け
で
な
く
、

他
の
重
症
で
緊
急
対
応
を
必
要
と
す

る
疾
患
（
交
通
事
故
、
脳
卒
中
、
心

筋
梗
塞
）
な
ど
の
対
応
が
で
き
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ひ

と
た
び
医
療
機
関
で
院
内
感
染
が
起

こ
る
と
、
入
院
患
者
さ
ん
が
重
症
化

す
る
だ
け
で
な
く
働
け
る
ス
タ
ッ
フ

が
枯
渇
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
川
口
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
で

す
。
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
必
要

な
感
染
対
策
は
、
ヒ
ト
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の
感
染
対
策
に
、
何
を
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
、
図
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
ご

自
身
で
そ
し
て
ご
家
庭
で
お
考
え
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

緊急事態宣言発令中 不要不急の外出自粛、基本的な感染防止対策の徹底を！

●地域での流行状態の把握
●感染者の早期発見・早期治療
●換気によるリスク軽減
●咳エチケット（咳・くしゃみ時）
●息エチケット（呼気に含まれるマイクロエアロゾル
　の飛散防止）
●適切な消毒と環境整備

●不要不急の外出自粛
●外出する時は、3つの密（人混み）
　の回避・マスク装着＋手指衛生
●帰宅後は、手洗い、
　できたらシャワー

●十分な休息と栄養こそが重要
●ワクチン開発中

（1）

（2）

新しい感染症（新興感染症）
なのでみんなが感受性者
高齢者や基礎疾患を有する人は
重症化しやすい

（1）
（2）

飛沫感染、接触感染
濃厚・密接な空間によって
感染リスクが増大

（1）
（2）
（3）
（4）

くしゃみや咳などの飛沫
無症状の感染者の呼気中のマイクロエアロゾル
患者体液で汚染された物・環境
患者が手で触れた物の表面

感染源 感受性者（ヒト）感染経路

必 要 な 対 策 必 要 な 対 策 必 要 な 対 策

（人） （陽性者：人）

緊急事態宣言①
（4/7～5/25）

陽性者累計
入院・自宅療養中

陽性者
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緊急事態宣言②
（1/8～）陽性者数の推移
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